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要旨 

 
2014 年度から 2019 年度に宮崎県内で収去された食品 126 検体について実施した特定原材料

の検査結果についてまとめた．卵を対象とする検査で 3件，乳を対象とする検査で 1件が陽性で
あった． 

 
キーワード：特定原材料検査，食物アレルギー，宮崎県 
 

はじめに 
 

食物を摂取した際，食物に含まれる原因物質

（アレルゲン：主としてたんぱく質）を異物とし

て認識し，自分の身体を防御するために過敏な反

応を起こすことがあり，これを食物アレルギーと

いう１）．食品表示法により，食物アレルギーをも

つ消費者の健康危害の発生を防止する観点から，

容器包装された加工食品について，特定原材料を

含む旨の表示が義務付けられている．当所では食

品中の特定原材料について 2013年度から検査を
実施してきた．今回は 2014～2019年度に県内で
収去された食品について実施した特定原材料の

検査結果について報告する． 
 

対象と方法 
 

１ 対象 
 2014年 4月から 2019年 9月に県内の保健所
から収去された食品の中で，原材料名表示に検査

対象とする特定原材料の記載が無い 126 検体を
試料とした． 
２ 試薬 
日本ハム株式会社  

FASTKITエライザ Ver.Ⅲ 
（卵，牛乳，小麦，そば，落花生） 

株式会社森永生科学研究所  
モリナガ FASPEKエライザⅡ 
（卵・卵白アルブミン，牛乳・カゼイン， 
小麦・グリアジン，そば，落花生） 

マルハニチロ株式会社  
甲殻類キットⅡ「マルハニチロ」 

日水製薬株式会社  
FAテスト EIA-甲殻類Ⅱ「ニッスイ」 

３ 方法 
通知法 2）に従いスクリーニング検査を

ELISA法による定量検査法で行った．卵，乳，
小麦，そば，落花生を検査対象とした検査では

FASTKITと FASPEKのキットを，甲殻類を
検査対象とした検査ではマルハニチロとニッ

スイのキットを用いた．各検査で 2 種類の
キットを用いて，どちらか一方または両方の

キットで特定原材料由来たんぱく質を 10 
µg/g以上検出したものを陽性，両キットで 10 
µg/g未満のものを陰性と判定した． 

 
結果 

 
１ 検査結果 
食品別の検査結果を表 1に示す． 

２ 食品表示基準違反事例 
スクリーニング検査で陽性となった検体に 

衛生化学部 1)現日南保健所 2)現環境管理課 

ついては保健所に通知し，保健所が製造所への立

入を行った．全ての検体において，原材料に製品

の表示に含まれない特定原材料が使用されてい

ることが確認されたため，保健所により指導がな

された（表 2）．食品表示基準違反となった原因
は，原材料に含まれていた特定原材料を製品の表

示に反映させなかったことが疑われる事例が多

かった．

 
考察及びまとめ 

 
2014 年から 2019 年に県内で収去された食品

について実施した特定原材料の検査結果につい

て報告した．126検体について検査を実施し，卵
を対象とする検査で 3件，乳を対象とする検査で
1件が陽性であった． 
消費者庁の調査事業によると，全国での即時型

食物アレルギーによる健康被害のうち食品表示

ミスを原因とする事例の占める割合は 2011年で
は 2.6%，2014年では 3.0%，2017年では 2.6%
であり，表示ミスによる誤食は一定の割合で発生

している 3-5）．食物アレルギーによる健康被害防

止のために，今後とも保健所と連携し，今回の結

果を事業者への監視指導や講習会等に活用する

ことで，食の安全・安心の一助としたい． 
また，今回の結果を踏まえ，特定原材料の検査

を継続して行い，データの蓄積を図っていく必要

があると考えられる． 
  

検査項目 食品分類 検体数 陽性数 
卵 そうざい 17 2 
 菓子類 10  
 食肉製品 2 1 
 めん類 1  
 その他 2  
 計 32 3 
小麦 そうざい 12  
 漬物 7  
 魚介類加工品 5  
 菓子類 4  
 食肉製品 3  
 乳製品 3  
 その他 2  
 計 36 0 
乳 そうざい 13 1 
 菓子類 8  
 食肉製品 7  
 魚介類加工品 4  
 漬物 1  
 その他 1  
 計 34 1 
そば そうざい 6  
 菓子類 3  
 めん類 1  
 その他 1  
 計 11 0 
落花生 菓子類 6  
 そうざい 3  
 計 9 0 
甲殻類 魚介類加工品 4  
合計  126 4 

品名 検査項目 
含有量（µg/g） 

推定された原因 
FASTKIT FASPEK 

中華ダンゴ 卵 >20 >20 原材料に使用．表示へ反映せず． 
焼豚 卵 236.3 237.2 味付けに使用する調味液（既製品）に使用． 

表示へ反映せず． 
海老フライ 卵 36.3 48.6 原材料に使用．表示へ反映せず． 
マカロニサラダ 乳 1424.1 41.7 原材料に使用．表示へ反映せず． 

表 食品中の特定原材料検査

表 食品表示基準違反事例
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要旨

県では，県内の一般環境大気測定局，自動車排出ガス測定局からテレメータシステムにより送信され

た測定データを 24時間体制で集中監視している． 
令和元年度は，基準値を超過する光化学オキシダントが観測されたことから，県は県内初となる光化

学オキシダント注意報を発令した．この期間について，光化学オキシダントの原因物質である窒素酸化

物及び非メタン炭化水素の推移を確認したところ，横ばいで変動が見られなかったことから測定局付近

で高濃度の光化学オキシダントが発生している可能性は低いと考えられた．また，後方流跡線により当

日の気流の流れを確認した結果，全ての測定局で大陸からの気流を確認したことから，大陸からの大気

汚染物質の長距離輸送の可能性が示唆された． 

キーワード：大気汚染常時監視，光化学オキシダント，窒素酸化物，非メタン炭化水素 

はじめに

宮崎県内において，令和元年 5月 23日から
25日にかけて，基準値を超過する光化学オキシ
ダント（以下，「Ox」と表記する）が観測され，
県は注意報を発令した．注意報発令は観測が始

まった昭和 49年度以降初めてで，目や喉の痛み
などの症状が出る恐れがあることから，学校の

部活動が中止になるなどの影響があった． 
今回，高濃度の Oxが観測された原因について，

大気汚染常時監視の測定データ等を用いて解析

を行ったので，その結果を報告する． 
 

調査方法 
 
令和元年度に Ox が注意報基準を超過した事例

について，大気汚染常時監視データや後方流跡線，

気象データを利用して解析を行った．後方流跡線

は，米国海洋大気局（NOAA）流跡線解析プログ
ラム HYSPLIT1)を使用し，気象データは気象庁ホ

ームページで公開している調査結果を使用した． 

 

 
 

 
 

小林保健所
0.126 ppm
5月25日

延岡保健所
0.121 ppm
5月23日

大王谷小学校
0.126 ppm
（5月23日）

高鍋町健康づくりセンター
0.132 ppm
5月23日、24日

都城高専
0.136 ppm
5月25日

佐土原
0.126 ppm
5月23日

細島公民館
0.134 ppm
5月23日

図 県内における の最高 時間値
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